


表紙スケッチについて 

　呑川の大平橋から下流を見た景色。画面中央の橋は山野橋です。 
　その向こうにはアプリコが見えます。 
　橋を渡りながら、何気なく蒲田駅のほうを見たら、つたが川に向かって葉を
伸ばしていました。 
　アルミ製の柵にからみつき、コンクリートの土手に緑のブラインドがかかっ
ているようです。 
　一本のつるが、からみつく先もないのに風に揺れながら、川の上で必死に伸
びようとしていました。 
　健気な植物の生命力に刺激され、勇気をもらってスケッチしました。 

法人会 

郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 

● 散歩道／㈱エヌエスシー･村岡泰子 

● 暑中見舞 

● 蒲田優申会第37回通常総会開催 

● 法人会コーナー   

 ◆青年部会･イブニングセミナー 

 ◆大田区社会福祉協議会より感謝状 
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● 税務ニュース 

● 経営時評／疋田文明 

● Take Five／宮下裕行 

● CO2ダイエット宣言／都税だより 

● 私のすすめる店／読者のひろば 

● デスクサイド 

9月1日（木）14：00～ 
● パソコン講習会① 法人会館4F 
9月2日（金）14：00～ 
● パソコン講習会② 法人会館4F 
9月6日（火）13：45～ 
● 諸問題講座 大田区産業プラザ6F 
9月7日（水）9：30～ 
● 新入社員セミナー 大田区産業プラザ6F 
9月9日（金）18：00～ 
● 2011特別公演会 アプリコ・大ホール 
9月15日（木）18：30～ 
● 特別第1ブロック税務研修会 大田区産業プラザ4F 
 
 
9月2日（金）16：00～ 
■ 総務委員会 法人会館6F 
9月12日（月）16：00～ 
■ 税制委員会 法人会館6F 
9月22日（木）16：00～ 
■ 広報委員会 法人会館6F 
9月28日（水）13：30～ 
■ 常任理事会 プラザ・アペア 
9月28日（水）14：30～ 
■ 理事会 プラザ・アペア 

8月20日（土） 
● 青年部会サマースクール 千葉マザー牧場 
8月23日（火）13：30～ 
● 決算法人説明会 消費者生活センター2F 
8月25日（木）14：00～ 
● パソコン講習会① 法人会館4F 
8月26日（金）14：00～ 
● パソコン講習会② 法人会館4F 
8月26日（金）18：00～ 
● 東六郷1・2・3丁目支部合同総会･研修会 東六郷2丁目会館 
 
 
8月10日（水）16：00～ 
■ 社会貢献委員会 プラザ･アペア 
8月24日（水）16：00～ 
■ 組織委員会 法人会館6F 
8月25日（木）16：00～ 
■ 女性部会役員会 法人会館6F 
8月31日（水）16：00～ 
■ 厚生委員会 法人会館6F

平成23年8・9月合併号 

【第432号】 

おおひら やまの 

けなげ 



1 ●法人かまた 

　
創
業
は
昭
和
十
四
年
、
祖
父
が
東

糀
谷
に
「
日
鍛
製
作
所
」
を
創
立
し
、

熱
間
鍛
造
エ
ア
ド
ロ
ッ
プ
ハ
ン
マ
ー

の
製
造
を
開
始
。
そ
の
後
、
フ
ォ
ー

ジ
ン
ク
プ
レ
ス
な
ど
も
手
が
け
、
数

少
な
い
熱
間
鍛
造
機
メ
ー
カ
ー
と
し

て
業
界
の
第
一
線
で
活
躍
中
。
主
な

納
入
先
は
自
動
車
・
ト
ラ
ッ
ク
等
部

品
製
造
会
社
。
得
意
先
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
、
重
さ
一
五
〇
〇
ｔ
、
二
〇

〇
〇
ｔ
、
高
さ
六
〜
七
m
の
機
械
を

一
年
以
上
か
け
て
製
作
。
現
在
ブ
ラ

ジ
ル
・
タ
イ
・
ベ
ト
ナ
ム
に
も
輸
出

し
て
い
る
そ
う
だ
。
 

　
昭
和
四
十
五
年
、
厳
父
が
サ
カ
エ

工
業
を
設
立
し
、
大
型
オ
ー
ト
バ
イ

部
品
等
ア
ル
ミ
鍛
造
品
の
製
造
を
茨

城
工
場
で
開
始
。
ア
ル
ミ
と
併
用
す

る
こ
と
で
、
オ
ー
ト
バ
イ
の
軽
量
化

を
計
り
、
付
加
価
値
の
高
い
高
精
度

の
部
品
が
得
意
先
か
ら
高
く
評
価
。

平
成
十
一
年
、
両
社
が
合
併
、
両
社

の
頭
文
字
を
取
っ
て
、
社
名
を
㈱
エ

ヌ
エ
ス
シ
ー
へ
。
 

 

今
日
へ
の
第
一
歩
 

　
村
岡
さ
ん
は
学
習
院
大
学
文
学
部

を
卒
業
後
、
文
学
部
長
の
秘
書
や
ド

イ
ツ
語
学
文
学
振
興
会
等
に
勤
務
。

三
十
歳
で
父
親
の
経
営
す
る
当
社
に

入
社
。
 

「
男
社
会
と
い
う
こ
と
と
、
ベ
テ
ラ

ン
社
員
が
多
い
中
、
い
ろ
い
ろ
戸
惑

う
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。
そ
こ
で
、

ま
ず
自
分
の
出
来
る
こ
と
か
ら
着
手

し
、
徐
々
に
仕
事
の
幅
を
広
げ
会
社

で
の
居
場
所
作
り
を
す
る

べ
く
努
力
し
ま
し
た
」
。
 

　
平
成
十
九
年
創
立
七
十

周
年
を
機
に
厳
父
が
会
長

に
退
き
、
村
岡
さ
ん
の
従

兄
弟
が
社
長
に
、
自
身
は

副
社
長
に
就
任
。
 

 

日
進
月
歩
の
環
境
 

　
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
日
進
月

歩
。
日
日
変
わ
っ
て
行
く
。
「
そ
れ

に
対
応
し
て
行
か
な
け
れ
ば
生
き
残

れ
ま
せ
ん
。
鯨
は
陸
か
ら
海
に
住
み

ど
こ
ろ
を
変
え
な
け
れ
ば
、
現
代
ま

で
生
き
残
っ
て
こ
れ
ま
せ
で
し
た
。

私
共
の
会
社
も
そ
う
で
す
が
、
日
本

の
多
く
の
中
小
企
業
は
、
自
動
車
産

業
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
自

動
車
も
電
気
自
動
車
へ
と
変
化
す
る

と
、
多
く
の
部
品
メ
ー
カ
ー
に
多
大

な
影
響
が
で
て
ま
い
り
ま
す
。
時
代

の
風
を
感
じ
、
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、

勘
を
働
か
せ
て
い
く
こ
と
が
、
私
た

ち
中
小
零
細
企
業
に
と
っ
て
は
大
事

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」
。
 

 

何
ご
と
に
も
バ
ラ
ン
ス
 

会
社
で
は
総
務
・
経
理
を
担
当
。
常

に
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
バ
ラ
ン
ス

感
覚
だ
そ
う
だ
。
「
体
も
栄
養
の
バ

ラ
ン
ス
が
偏
る
と
変
調
を
き
た
し
ま

す
。
心
も
バ
ラ
ン
ス
を
失
う
と
病
気

に
な
り
ま
す
。
企
業
経
営
も
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
る
と
う
ま
く
行
か
な
く
な

り
ま
す
」
。
そ
の
も
の
ズ
バ
リ
と
な

る
“バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
”
を
常
に
チ

ェ
ッ
ク
。
祖
父
か
ら
引
き
継
い
だ
厳

父
が
発
展
さ
せ
た
会
社
を
守
る
べ
く
、

社
長
と
二
人
三
脚
で
日
日
頑
張
ら
れ

て
い
る
。
 

 

趣
 
味
 

　
村
岡
さ
ん
の
趣
味
は
観
劇
。
「
特

に
日
本
の
伝
統
芸
能
の
鑑
賞
や
体
験

（
お
稽
古
）
す
る
こ
と
が
好
き
で
す
。

運
動
は
、
学
生
時
代
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス

ケ
ー
ト
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。

テ
ニ
ス
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
番
組
を
見
る

こ
と
も
好
き
で
、
試
合
展
開
を
考
え

な
が
ら
の
観
戦
は
い
ろ
い
ろ
参
考
に

な
り
ま
す
」
。
 

　
現
在
、
蒲
田
法
人
会
の
女
性
部
会

長
を
務
め
て
い
る
。
村
岡
さ
ん
は
京

セ
ラ
や
K
D
D
I
等
の
創
設
者
で
あ

る
稲
森
和
夫
氏
の
著
書
「
生
き
方
」

よ
り
感
銘
を
受
け
た
こ
と
ば
で
“真

に
素
晴
ら
し
い
人
は
無
名
の
野
に
い

る
”
と
い
う
、
こ
の
言
葉
に
共
感
を

覚
え
る
そ
う
だ
。
 

 
最
近
読
ま
れ
る
本
を
伺
う
と
、
整

理
整
頓
や
時
間
の
上
手
な
使
い
方
の

ハ
ウ
ツ
ー
本
が
多
い
と
の
こ
と
。
ま

た
、
源
氏
物
語
千
年
紀
を
機
に
瀬
戸

内
寂
聴
訳
の
全
巻
を
読
破
。
千
年
も

前
に
書
か
れ
た
物
語
と
は
信
じ
が
た

く
、
現
代
に
も
通
じ
る
人
間
描
写
に

感
動
。
 

　
今
年
一
月
厳
父
が
逝
去
。
ご
母
堂

と
二
人
、
父
の
死
の
悲
し
み
を
乗
り

越
え
る
毎
日
。
 

 

取
締
役
副
社
長
 

村
岡
泰
子
氏
 

㈱
エ
ヌ
エ
ス
シ
ー
 



●法人かまた 2

会
長
 

桂
川
電
機
㈱
 

渡
 
　
正
 

副
会
長
 

醍
醐
総
業
㈱
 

醍
醐
　
伸
幸
 

副
会
長
 

㈱
古
田
鋳
造
所
 

古
田
　
友
宏
 

副
会
長
 

㈱
酒
匂
製
作
所
 

酒
匂
　
文
洋
 

専
務
理
事
 

（社）
蒲
田
法
人
会
 

山
本
　
信
子
 

常
任
理
事
　
仲
六
郷
4
丁
目
支
部
長
 

五
十
鈴
㈱
 

鈴
木
　
　
満
 

常
任
理
事
　
西
蒲
田
2
・
3
丁
目
支
部
長
 

㈱
星
野
谷
工
務
店
 

星
野
谷
清
孝
 

常
任
理
事
　
羽
田
旭
町
支
部
長
 

高
橋
商
事
㈱
 

高
橋
　
弘
師
 

常
任
理
事
　
中
央
1
支
部
長
 

㈱
フ
ジ
タ
 

藤
田
　
尚
孝
 

副
会
長
 

㈱
宝
興
産
 

深
尾
マ
リ
子
 

常
任
理
事
　
女
性
部
会
長
 

㈱
エ
ヌ
エ
ス
シ
ー
 

村
岡
　
泰
子
 

常
任
理
事
　
青
年
部
会
長
 

㈱
旭
ア
ス
リ
ー
ト
 

小
田
川
幸
生
 

常
任
理
事
 
西
蒲
田
8
丁
目
支
部
長
 

㈱
岩
崎
 

岩
崎
　
安
章
 

理
事
　
中
央
2
支
部
長
 

㈱
あ
た
ら
し
屋
 

田
中
　
彰
一
 

常
任
理
事
　
蒲
田
3
丁
目
支
部
長
 

㈱
日
東
ビ
ル
保
善
 

川
越
　
志
直
 

常
任
理
事
　
東
蒲
2
支
部
長
 

鈴
木
化
学
工
業
㈱
 

鈴
木
　
孝
雄
 

常
任
理
事
　
東
蒲
1
支
部
長
 

㈲
キ
ョ
ウ
エ
イ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
 

橋
爪
　
一
郎
 

常
任
理
事
　
南
蒲
1
支
部
長
 

㈱
日
章
機
械
 

小
林
　
章
彦
 

常
任
理
事
　
南
蒲
3
支
部
長
 

今
井
ア
ル
ミ
㈱
 

今
井
　
政
之
 

常
任
理
事
　
西
蒲
田
6
丁
目
支
部
長
 

㈱
三
ツ
芳
電
気
 

勝
俣
　
和
久
 

副
会
長
 

㈱
く
ら
し
の
友
 

伴
　
　
良
二
 

常
任
理
事
　
新
蒲
田
1
丁
目
支
部
長
 

㈱
川
名
技
工
所
 

川
名
　
重
士
 

副
会
長
 

㈱
カ
ジ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
 

梶
　
　
初
男
 

副
会
長
 

㈱
城
南
 

木
村
　
俊
雄
 

常
任
理
事
　
北
糀
谷
支
部
長
 

㈱
ヤ
マ
シ
タ
 

山
下
　
雄
平
 

常
任
理
事
　
南
六
郷
3
丁
目
支
部
長
 

㈲
岡
安
工
業
所
 

岡
安
　
直
志
 

常
任
理
事
　
西
糀
谷
2
支
部
長
 

松
一
運
輸
㈱
 

松
原
茂
登
樹
 

常
任
理
事
　
下
丸
子
2
支
部
長
 

前
場
電
機
㈱
 

前
場
　
　
弘
 

常
任
理
事
　
矢
口
4
―

1
支
部
長
 

添
田
精
機
工
業
㈱
 

添
田
　
健
一
 

常
任
理
事
　
萩
中
3
丁
目
支
部
長
 

㈱
南
武
 

野
村
　
和
史
 

常
任
理
事
　
東
糀
谷
3
支
部
長
 

㈱
大
濃
モ
ー
タ
ー
ス
 

大
濃
　
謙
二
 

副
会
長
 

㈱
シ
テ
ィ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
 

佐
藤
　
　
仁
 

常
任
理
事
　
矢
口
1
支
部
長
 

梓
不
動
産
販
売
㈱
 

　
田
　
義
代
 

常
任
理
事
　
本
羽
田
1
丁
目
支
部
長
 

㈱
三
尾
製
作
所
 

三
尾
　
義
男
 

常
任
理
事
　
羽
田
1
支
部
長
 

大
塚
鉄
工
㈱
 

大
塚
　
恭
弘
 

常
任
理
事
　
矢
口
5
支
部
長
 

塩
澤
商
事
㈱
 

塩
澤
　
信
雄
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理
事
　
新
蒲
田
3
丁
目
支
部
長
 

旭
工
業
㈱
 

水
越
　
宏
順
 

理
事
　
西
蒲
田
4
丁
目
支
部
長
 

㈲
コ
マ
電
子
研
究
所
 

小
林
　
徳
久
 

理
事
　
西
糀
谷
3
支
部
長
 

㈲
正
栄
堂
美
術
印
刷
所
 

小
泉
　
　
正
 

理
事
　
中
央
京
浜
支
部
長
 

㈱
井
戸
屋
 

坂
入
　
　
一
 

理
事
　
中
央
蒲
田
支
部
長
 

㈱
彩
友
社
 

古
田
乃
武
司
 

理
事
　
蒲
田
2
丁
目
支
部
長
 

須
山
工
業
㈱
 

須
山
　
秀
雄
 

理
事
　
中
央
南
2
支
部
長
 

㈱
奥
平
 

秋
元
　
弘
光
 

理
事
　
南
蒲
2
支
部
長
 

東
邦
自
動
車
㈱
 

澁
澤
　
善
武
 

理
事
　
中
央
南
1
支
部
長
 

㈲
チ
ド
リ
 

桑
原
　
壮
安
 

理
事
　
蒲
田
本
町
支
部
長
 

㈲
み
ち
の
く
商
会
 

土
生
木
慶
幸
 

理
事
　
西
蒲
田
1
支
部
長
 

大
日
本
競
走
馬
生
産
㈱
 

鈴
木
　
昭
治
 

理
事
　
西
蒲
田
1
丁
目
支
部
長
 

京
浜
電
機
㈱
 

松
本
　
　
隆
 

理
事
　
西
蒲
田
5
丁
目
支
部
長
 

㈲
山
中
畳
店
 

山
中
　
義
男
 

理
事
　
御
園
7
丁
目
支
部
長
 

㈱
荒
井
組
 

荒
井
　
喜
良
 

理
事
　
新
蒲
田
2
丁
目
支
部
長
 

㈱
三
基
 

花
島
　
文
雄
 

理
事
　
西
口
商
店
街
支
部
長
 

㈱
フ
タ
バ
商
事
 

望
月
　
清
志
 

理
事
　
東
六
郷
3
丁
目
支
部
長
 

㈱
東
亜
 

松
尾
　
和
仁
 

理
事
　
西
六
郷
1
丁
目
支
部
長
 

㈱
東
亜
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
工
具
製
作
所
 

高
田
　
龍
雄
 

理
事
　
西
六
郷
高
畑
支
部
長
 

㈱
保
科
製
作
所
 

保
科
　
秀
三
 

理
事
　
西
六
郷
2
丁
目
支
部
長
 

㈱
中
鋪
 

中
屋
鋪
舜
造
 

理
事
　
東
六
郷
2
丁
目
支
部
長
 

㈲
鎌
田
工
芸
社
 

鎌
田
　
勝
美
 

理
事
　
東
六
郷
1
丁
目
支
部
長
 

㈲
北
澤
建
鉄
 

北
澤
喜
一
郎
 

理
事
　
南
六
郷
1
丁
目
支
部
長
 

㈱
橋
本
工
務
店
 

橋
本
　
　
実
 

理
事
　
西
糀
谷
１
支
部
長
 

タ
ケ
ダ
マ
シ
ナ
リ
ー
㈱
 

武
田
　
英
雄
 

理
事
　
南
六
郷
2
丁
目
支
部
長
 

㈱
遠
藤
製
作
所
 

遠
藤
　
貢
市
 

理
事
　
仲
六
郷
1
・
2
丁
目
支
部
長
 

㈱
肥
田
商
店
 

肥
田
　
真
二
 

理
事
　
東
糀
谷
1
支
部
長
 

石
井
塗
装
工
業
㈱
 

石
井
庄
四
郎
 

理
事
　
仲
六
郷
3
丁
目
支
部
長
 

㈱
と
き
わ
給
食
セ
ン
タ
ー
 

鈴
木
　
満
明
 

理
事
　
東
糀
谷
2
支
部
長
 

盈
進
商
事
㈱
 

山
田
　
能
成
 

理
事
　
東
糀
谷
4
支
部
長
 

㈱
ケ
イ
エ
ス
ア
イ
 

石
子
　
吉
雄
 

理
事
　
下
丸
子
1
支
部
長
 

㈱
松
島
商
工
 

松
島
　
　
巖
 

理
事
　
下
丸
子
3
支
部
長
 

㈲
石
川
式
典
 

石
川
　
　
登
 

理
事
　
東
矢
口
支
部
長
 

㈱
小
俣
組
 

小
俣
　
　
均
 

理
事
　
下
丸
子
4
支
部
長
 

㈲
相
澤
製
作
所
 

相
澤
　
靖
浩
 

理
事
　
西
糀
谷
４
支
部
長
 

㈱
マ
ツ
ヤ
 

松
原
　
泰
正
 

理
事
　
矢
口
2
支
部
長
 

㈲
丸
和
溶
接
工
業
所
 

吉
田
龍
三
郎
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相
談
役
 

日
本
ト
ラ
ス
㈱
 

栗
崎
　
清
治
 

相
談
役
 

双
立
電
子
工
業
㈱
 

粟
野
　
信
夫
 

理
事
　
石
油
商
業
支
部
長
 

㈱
藤
本
商
店
 

藤
本
　
慎
誠
 

理
事
　
酒
販
支
部
長
 

㈲
か
ね
し
ん
酒
店
 

島
田
　
徳
行
 

理
事
　
羽
田
2
支
部
長
 

㈲
神
村
工
務
店
 

神
村
　
和
美
 

理
事
　
本
羽
田
2
丁
目
支
部
長
 

㈱
ミ
ワ
産
業
 

久
保
川
章
平
 

理
事
　
時
計
メ
ガ
ネ
支
部
長
 

㈲
オ
ギ
ノ
時
計
店
 

荻
野
　
　
茂
 

理
事
　
質
屋
支
部
長
 

㈲
オ
ギ
ノ
 

荻
野
　
　
司
 

相
談
役
 

下
田
金
属
㈱
 

下
田
　
　
豊
 

監
事
　
税
理
士
支
部
長
 

税
理
士
法
人
　
大
橋
会
計
事
務
所
 

松
目
　
多
弘
 

顧
問
 

加
藤
雅
人
税
理
士
事
務
所
 

加
藤
　
雅
人
 

相
談
役
 

㈱
外
村
会
計
事
務
所
 

外
村
　
　
初
 

相
談
役
 

平
野
鋼
管
㈱
 

平
野
　
繁
夫
 

相
談
役
 

冨
士
ダ
イ
ス
㈱
 

新
庄
　
鷹
義
 

相
談
役
 

醍
醐
ビ
ル
㈱
 

醍
醐
幸
右
衛
門
 

相
談
役
 

㈱
三
尾
製
作
所
 

三
尾
吉
之
助
 

相
談
役
 

㈱
協
立
工
機
 

鈴
木
　
昭
一
 

相
談
役
 

㈱
昭
和
 

久
保
　
玲
子
 

相
談
役
 

東
立
工
業
㈱
 

松
川
　
朝
治
 

参
与
 

神
田
工
業
㈱
 

神
田
　
喜
作
 

参
与
 

小
柳
商
事
㈱
 

小
柳
　
光
男
 

参
与
 

㈲
ふ
じ
お
か
 

渡
邊
　
二
郎
 

参
与
 

伊
東
工
業
㈱
 

伊
東
　
松
雄
 

参
与
 

㈲
ウ
メ
ザ
ワ
商
事
 

梅
澤
喜
代
造
 

監
事
　
 

岡
信
商
事
㈱
 

遠
藤
　
　
徹
 

相
談
役
 

㈲
杉
山
化
学
工
業
所
 

杉
山
　
英
夫
 

理
事
　
萩
中
1
・
2
丁
目
支
部
長
 

雨
甲
斐
建
設
㈱
 

雨
甲
斐
　
明
 

理
事
　
矢
口
6
支
部
長
 

（資）
内
田
商
店
 

内
田
　
初
治
 

相
談
役
 

日
本
チ
エ
ン
ギ
ヤ
ー
無
段
変
速
機
㈱
 

加
藤
　
進
弘
 

相
談
役
 

シ
ゲ
タ
工
業
㈱
 

茂
田
　
富
造
 

監
事
 

㈱
椿
硝
子
工
業
所
 

椿
　
　
省
三
 

相
談
役
 

東
京
マ
ル
コ
メ
み
そ
販
売
㈱
 

宮
島
　
紀
典
 

相
談
役
 

㈱
坂
本
ハ
ウ
ジ
ン
グ
 

坂
本
　
幸
政
 

理
事
　
矢
口
3
支
部
長
 

ト
ー
ヨ
ー
エ
キ
ス
プ
レ
ス
㈱
 

福
本
　
甲
市
 

理
事
　
矢
口
4
―
2
支
部
長
 

富
東
石
油
㈱
 

佐
藤
　
進
一
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六
月
二
日
（
木
）
午
後

五
時
よ
り
羽
田
ギ
ャ
ラ
ク

シ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
第

三
十
七
回
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。
 

　
当
日
は
、
蒲
田
税
務
署

清
宮
署
長
は
じ
め
幹
部
の

方
々
が
ご
臨
席
さ
れ
、
会

員
四
十
二
名
が
出
席
し

た
。
 

　
総
会
は
、
久
保
会
長
が

議
長
と
な
り
提
出
さ
れ
た

各
議
案
が
審
議
さ
れ
原
案

通
り
承
認
さ
れ
た
。
第
5

号
議
案
の
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
で
は
下
記
の

新
役
員
が
選
出
さ
れ
た
。
 

　　　法　人　名 

㈱羽田精機製作所 

大塚鉄工㈱ 

東洋鍛工㈱ 

森田砂利㈱ 

㈱古川精機製作所 

㈱新井製作所 

大関ジョイテック㈱ 

㈱防災サービスセンター 

役職名 

会　長 

副会長 

〃 

監　事 

幹　事 

〃 

〃 

〃 

氏　名 

石井　久司 

大塚　恭弘 

齋藤　晴司 

森田　光隆 

宮澤　正憲 

新井　敏克 

関　　重徳 

橋田　繁一 

第37回通常総会開催 蒲 田 優 申 会 

参
与
 

須
山
興
産
㈱
 

須
山
　
佳
昭
 

参
与
 

㈲
今
井
時
計
店
 

今
井
　
定
吉
 

参
与
 

㈱
三
松
 

落
合
　
栄
治
 

参
与
 

㈱
長
島
 

長
島
　
五
郎
 

参
与
 

㈱
大
谷
造
機
所
 

大
谷
　
文
雄
 

参
与
 

㈱
ヤ
マ
シ
タ
 

山
下
　
俊
介
 

参
与
 

㈱
谷
田
部
建
設
 

谷
田
部
和
雄
 

参
与
 

㈱
酒
井
製
作
所
 

酒
井
　
憲
一
 

参
与
 

㈱
平
和
製
作
所
 

三
和
　
　
孝
 

参
与
 

㈱
若
林
硝
子
店
 

若
林
　
　
登
 

参
与
 

盈
進
商
事
㈱
 

山
田
　
友
道
 

参
与
 

㈲
フ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
 

片
山
　
蔦
栄
 

参
与
 

竹
内
産
業
㈱
 

武
田
　
都
雄
 

参
与
 

力
運
送
㈱
 

鈴
木
　
　
猛
 

参
与
 

㈱
三
洋
 

吉
川
弥
智
子
 

参
与
 

㈱
コ
イ
ズ
ミ
産
業
 

小
泉
　
新
治
 

参
与
 

内
藤
鋼
材
㈱
 

内
藤
　
公
男
 

参
与
 

㈲
松
原
寝
具
 

松
原
　
忠
夫
 

参
与
 

㈲
矢
口
精
機
製
作
所
 

小
宮
　
友
好
 

参
与
 

㈱
シ
ン
メ
イ
 

湯
川
　
孝
則
 

参
与
 

㈱
マ
ル
マ
サ
タ
ナ
カ
 

田
中
　
　
實
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法人 ◆申告書にはこのシールを必ずはりましょう。 

青
年
部
会
の
新
た
な
研
修
 

♪バッハ　プレリュード（パルティータ3番より） 
 
● 講師紹介 
♪エルガー　愛の挨拶（無伴奏） 
 
● パリ留学 
♪イザイ　サラバンド（ソナタ4番より） 
 
● ヴァイオリンの構造 
♪パガニーニ　キャプリス24番 
 
● 音楽と絵画 
♪プロコフィエフ　ソロソナタより1楽章 
 
● クラシックへの思い 
♪バッハ　シャコンヌ 

当日の演奏曲目と講演内容 

ヴァイオリニストの加藤えりなさん 

　
当
会
が
毎
年
開
催
し
て

お
り
ま
す
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

寄
席
並
び
に
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
ゴ
ル
フ
大
会
に
お
い

て
、
参
加
者
の
皆
様
か
ら

い
た
だ
い
た
ご
寄
付
は
、

多
年
に
わ
た
り
地
域
の
福

祉
事
業
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た

め
、
大
田
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ

寄
付
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
こ
の
貢
献
に
対
し
五
月
二
十
四

日
、
社
会
福
祉
法
人
大
田
区
社
会

福
祉
協
議
会
よ
り
社
団
法
人
蒲
田

法
人
会
へ
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
 

　
地
域
福
祉
事
業
に
対
す
る
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
募
金
へ
の
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
 

　
青
年
部
会
で
は
、
新
た
な

事
業
と
し
て
、
『
イ
ブ
ニ
ン

グ
セ
ミ
ナ
ー
』
と
称
し
た
ミ

ニ
研
修
会
を
ス
タ
ー
ト
致
し

ま
し
た
。
九
十
分
程
度
の
旬

な
幅
広
い
テ
ー
マ
で
講
師
を

お
招
き
し
、
た
だ
聴
く
だ
け

の
講
演
会
で
は
な
く
、
参
加

者
の
知
り
た
い
こ
と
を
ダ
イ

レ
ク
ト
に
講
師
に
質
問
で

き
、
ま
た
双
方
向
に
開
か
れ

た
、
質
疑
応
答
中
心
の
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
集
い
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
六
月
二
十
八
日
に
第
一
回
目
を
開

催
し
二
十
七
名
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
内
容
は
、
『
ク
ラ
シ

ッ
ク
音
楽
』
を
採
り
上
げ
ま
し
た
。

ド
ラ
マ
や
映
画
で
お
馴
染
み
『
の
だ

め
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
』
の
ヒ
ッ
ト
で
多

少
お
茶
の
間
で
も
認
知
度
が
あ
が
り

ま
し
た
が
、
「
敷
居
が
高
そ
う
」
「
高

尚
な
か
ん
じ
」
「
と
っ
つ
き
づ
ら
い
」

と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
ま
だ
ま
だ
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
払
拭
し
て

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
芳
醇
な
世
界
を

も
っ
と
身
近
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
企
画
致
し
ま
し
た
。
 

　
講
師
と
し
て
お
招
き
し
た
の
は
、

若
手
女
性
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
加

藤
え
り
な
さ
ん
。
パ
リ
国
立
高
等
音

楽
院
卒
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
受
賞
歴

多
数
と
い
う
超
絶
技
巧
の
持
ち
主
で

す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
関
す
る
あ
れ
こ

れ
を
、
五
つ
の
テ
ー
マ
に
絞
っ
て
お

話
を
し
て
い
た
だ
き
、
テ
ー
マ
の
間

に
演
奏
し
て
い
た
だ
く
形
式
を
と
り

ま
し
た
。
パ
リ
国
立
高
等
音
楽
院
の

こ
ぼ
れ
話
や
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
音
の

出
し
方
、
絵
画
の
歴
史
と
ク
ラ
ッ
シ

ク
の
歴
史
の

相
関
性
な
ど

を
予
備
知
識

不
要
で
、
音

楽
に
興
味
が

な
い
、
ま
し

て
や
ク
ラ
シ

ッ
ク
な
ん

て
、
そ
ん
な

方
に
も
気
軽

に
聞
い
て
い

た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
、

加
藤
さ
ん
を
囲
ん
で
、
お
弁
当
を
食

べ
な
が
ら
の
質
疑
応
答
。
通
常
、
聞

く
の
に
抵
抗
が
あ
る
事
柄
に
も
気
さ

く
に
答
え
て
い
た
だ
き
、
楽
し
い
勉

強
会
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
次
回
以
降
も
皆
様
と
楽
し
い
時
間

を
共
有
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
 

〈
幹
事
　
遠
藤
俊
一
　
記
〉
 

第
１
回
目
は
 

 
女
性
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
を
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
迎
え
し
て
 

第
１
回
目
は
 

 
女
性
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
を
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
迎
え
し
て
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東
日
本
大
震
災
で
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
被
災

さ
れ
た
方
々
に
は
、
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
地
震
、
津

波
に
よ
る
被
害
ば
か
り
で
な
く
、

福
島
原
発
の
放
射
線
問
題
も
あ
っ

て
、
日
本
経
済
に
与
え
る
影
響
は
、

こ
れ
ま
で
に
な
く
大
き
い
も
の
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

こ
ん
な
と
き
、
企
業
人
た
る
も
の
は
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
す
べ
き
な

の
で
し
ょ
う
か
。
 

  　
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
を
思
う
と
、

国
を
あ
げ
て
自
粛
す
る
こ
と
は
、
当

然
と
い
え
る
。
し
か
し
、
い
つ
ま
で

も
自
粛
で
は
、
復
興
が
な
ら
な
い
の

も
事
実
だ
。
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
。
筆
者
が
参
考
に
な
る
と
思

う
の
は
、
明
治
維
新
の
と
き
に
、
大

蔵
官
僚
か
ら
実
業
界
に
転
じ
、
の
ち

に
日
本
資
本
主
義
の
父
と
称
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
、
渋
沢
栄
一
の
次
の

考
え
だ
。
 

「
孔
子
は
、
広
く
民
に
施
し
て
大
衆

を
救
う
者
な
ら
ば
、
こ
れ
は
仁
以
上

の
仁
で
、
聖
人
と
称
す
べ
き
だ
と
い

っ
て
い
る
。
広
く
民
に
施
そ
う
と
す

れ
ば
財
産
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
大

衆
を
救
お
う
と
す
れ
ば
こ
れ
ま
た
資

本
が
必
要
だ
。
何
事
を
す
る
に
も
先

立
つ
も
の
は
や
は
り
金
銭
で
あ
る
。

い
か
に
民
に
施
し
大
衆
を
救
お
う
と

し
て
も
、
富
が
な
け
れ
ば
そ
の
希
望

を
達
し
得
な
い
。
な
い
袖
は
振
れ
な

い
。
今
日
の
文
明
政
治
を
行
な
う
に

は
、
ま
す
ま
す
富
の
必
要
が
あ
る
の

で
あ
る
。
―
略
―
算
盤
を
と
っ
て
、

富
を
図
る
の
は
、
決
し
て
悪
い
こ
と

で
は
な
い
が
、
算
盤
の
基
礎
を
仁
義

の
上
に
お
い
て
い
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
私
は
明
治
六
年
に
役
人
を
辞
め

て
、
民
間
で
実
業
に
従
事
し
て
五
十

年
、
こ
の
信
念
は
い
さ
さ
か
も
変
わ

ら
な
い
。
あ
た
か
も
、
マ
ホ
メ
ッ
ト

が
片
手
に
剣
、
片
手
に
経
典
を
振
り

か
ざ
し
て
世
界
に
臨
ん
だ
よ
う
に
、

片
手
に
論
語
、
片
手
に
算
盤
を
振
り

か
ざ
し
て
今
日
に
及
ん
で
い
る
」
 

　
最
近
は
、
論
語
が
ブ
ー
ム
の
よ
う

だ
が
、
論
語
だ
け
で
は
、
国
、
社
会
、

家
庭
を
維
持
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

渋
沢
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
富
が
あ

っ
て
、
初
め
て
政
治
が
機
能
す
る
し
、

大
衆
を
救
う
こ
と
も
で
き
る
の
だ
。
 

   　
で
は
、
富
は
ど
の
よ
う
に
し
て
創

造
さ
れ
る
の
か
。
本
連
載
で
何
回
か

紹
介
し
た
こ
と
の
あ
る
ア
メ
リ
カ
の

経
営
学
者
、
ミ
ュ
ラ
ー
タ
イ
ム
は
、

次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
 

「
歴
史
的
に
見
て
、
『
富
造
り
』
の

源
泉
は
二
つ
し
か
な
い
。
第
一
の
源

泉
は
自
然
―
つ
ま
り
、
農
業
・
耕
作

と
い
っ
た
も
の
。
一
粒
の
種
子
を
地

に
ま
け
ば
、
や
が
て
百
倍
に
増
殖
す

る
。
こ
れ
は
絶
対
量
の
増
加
（
富
の

創
造
）
で
あ
る
。
第
二
の
源
泉
は
、

『
発
明
』
で
あ
る
（
あ
る
い
は
サ
ミ

エ
ル
ソ
ン
の
い
う
『
技
術
の
進

歩
』
）
」
 

　
発
明
な
り
、
技
術
の
進
歩
を
活
用

し
て
富
を
創
造
す
る
の
は
、
い
う
ま

で
も
な
く
、
経
済
活
動
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
震
災
後
は
、

経
済
活
動
（
算
盤
を
振
り
か
ざ
す
こ

と
）
が
、
悪
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い

る
が
、
本
当
に
そ
れ
で
い
い
の
だ
ろ

う
か
。
 

　
こ
れ
か
ら
、
日
本
が

復
興
す
る
た
め
に
は
、

数
十
兆
と
も
い
わ
れ
る

資
金
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
。
こ
の
資
金
を
生
み
出
す
の
は
、

活
発
な
経
済
活
動
に
他
な
ら
な
い
こ

と
を
、
み
ん
な
で
理
解
し
な
い
と
い

け
な
い
と
思
う
。
 

　
今
回
、
ユ
ニ
ク
ロ
の
柳
井
正
社
長

が
十
億
円
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
孫
正

義
社
長
が
百
億
円
の
義
援
金
を
出
さ

れ
て
い
る
。
本
当
に
頭
が
下
が
る
が
、

お
二
人
が
、
こ
れ
ほ
ど
の
支
援
が
で

き
る
の
も
、
企
業
人
と
し
て
成
功
さ

れ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
 

　
渋
沢
栄
一
は
、
富
の
創
造
に
長
け

た
人
だ
っ
た
が
、
創
造
し
た
富
の
活

用
の
仕
方
も
見
事
だ
っ
た
。
恵
ま
れ

な
い
子
供
た
ち
の
た
め
に
養
育
院
を

建
て
て
援
助
し
、
さ
ら
に
は
複
数
の

学
校
の
設
立
に
際
し
て
資
金
を
寄
付

し
、
ほ
か
に
も
い
く
つ
か
の
慈
善
機

関
を
設
立
し
て
い
る
。
論
語
だ
け
で

は
、
渋
沢
栄
一
に
し
て
も
、
大
衆
を

救
う
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
に
違
い

な
い
。
 

　
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
甚
大
な
被

害
を
負
っ
た
日
本
を
復
興
さ
せ
る
原

動
力
に
な
る
の
は
、
積
極
的
な
経
済

活
動
な
の
だ
。
経
済
人
よ
、
萎
縮
し

な
い
で
い
た
だ
き
た
い
。
い
ま
こ
そ
、

第
二
、
第
三
の
渋
沢
栄
一
の
登
場
が

待
た
れ
て
い
る
の
だ
。
た
だ
し
、
両

手
に
算
盤
で
は
困
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
だ
ろ
う
。
 

積
極
的
な
経
済
活
動
な
く
し
て
復
興
な
し
 

い
ま
こ
そ
経
済
人
が
 

力
を
発
揮
す
る
と
き
 

大
衆
を
救
う
も
の
は
聖
人
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「
本
音
と
建
前
」
が
同
じ
も
の
の

裏
表
の
関
係
に
あ
る
と
し
て
、
両
者

を
つ
な
ぐ
部
分
は
ど
こ
に
見
い
だ
せ

る
の
で
し
ょ
う
。 

　
百
円
硬
貨
を
お
持
ち
の
方
は
出
し

て
よ
く
見
て
く
だ
さ
い
。
現
在
発
行

さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
表
面
に
「
日

本
国
」
と
「
百
円
」
そ
れ
に
桜
が
、

裏
面
に
「
100
」
と
製
造
の
年
が
、
そ

れ
ぞ
れ
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
表
面
と
裏
面
つ
な
ぐ
側
面

に
は
、
百
三
個
の
ギ
ザ
ギ
ザ
が
あ
る

と
の
こ
と
で
す
。 

　
で
、
そ
の
側
面
で
す
。
こ
の
ギ
ザ

ギ
ザ
の
部
分
は
、
決
し
て
厚
く
は
あ

り
ま
せ
ん
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
と
言
い
ま
す
の
は
、
当
た

り
前
の
こ
と
で
す
が
こ
の
部
分
が
な

い
と
、
表
面
と
裏
面
が
結
び
つ
き
ま

せ
ん
。
こ
の
側
面
は
、
そ
の
意
味
で

表
と
裏
を
結
ぶ
重
要
な
「
第
三
の
面
」

と
も
言
え
そ
う
で
す
。 

   

　
日
本
で
は
昔
か
ら
、
社
会
生
活
を

円
滑
に
営
み
、
社
会
秩
序
を
保
っ
て

い
く
た
め
の
規
範
で
あ
り
、
実
践
で

あ
る
と
こ
ろ
の
「
礼
儀
」
や
「
作
法
」

が
重
ん
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
説
明
と
な
る

と
な
か
な
か
大
変
で
す
。
自
分
で
は

分
か
っ
て
い
る
つ
も
り
で
い
て
も
、

言
葉
に
し
よ
う
と
す
る
と
う
ま
く
出

て
こ
な
い
。 

「
礼
」
と
は
「
礼
儀
」
と
は
「
作
法
」

と
は
、
と
順
序
だ
て
て
説
明
さ
れ
る

方
も
み
え
ま
す
。
で
も
感
覚
的
に
は
、

心
の
内
に
感
謝
と
尊
敬
の
念
を
持
ち
、

そ
の
心
の
思
い
を
、
社
会
的
に
認
識

さ
れ
て
い
る
様
式
に
よ
っ
て
表
現
す

る
と
こ
ろ
の
立
ち
居
振
る
舞
い
、
と

言
わ
れ
た
ほ
う
が
納
得
で
き
る
気
が

し
ま
す
。 

と
す
れ
ば
、
こ
の
「
礼
儀
」
や
「
作

法
」
は
、
内
な
る
心
と
外
に
現
れ
る

行
動
を
結
ぶ
い
わ
ば
「
第
三
の
面
」

の
顔
を
持
つ
も
の
、
と
言
っ
て
も
よ

さ
そ
う
で
す
。 

「
礼
儀
」
や
「
作
法
」
は
、
日
本
人

の
日
本
的
マ
ナ
ー
と
し
て
い
ろ
い
ろ

な
場
面
で
用
い
ら
れ
ま
す
。
お
茶
や

お
花
の
世
界
で
も
、
身
も
心
も
一
体

と
な
っ
た
空
間
の
場
に
お
い
て
は
、

様
々
な
「
礼
儀
」
や
「
作
法
」
が
必

要
な
よ
う
で
す
が
、
そ
こ
で
の
行
動

様
式
に
「
点
前
（
て
ま
え
）
」
な
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
「
点
前
」
は
、
「
手
前
」
と
も

書
か
れ
、
「
建
て
前
」
と
も
表
現
さ

れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
何
か
お
感
じ

に
な
り
ま
せ
ん
か
。
そ
う
で
す
よ

ね
・
・
・
。
あ
の
「
本
音
と
建
前
」

の
「
建
前
」
が
思
い
浮
か
び
ま
す
が
、

ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

   
　
葬
儀
と
は
、
人
の
死
を
弔
う
た
め

に
行
わ
れ
る
儀
式
で
あ
る
と
同
時
に
、

亡
く
な
っ
た
故
人
の
た
め
だ
け
で
な

く
残
さ
れ
た
者
の
た
め
に
も
行
わ
れ

る
儀
式
で
あ
る
、
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
儀
式
に
も
、
そ
れ
に
か
か

わ
る
「
礼
儀
」
や
「
作
法
」
が
取
り

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
「
礼
儀
」
や
「
作
法
」
に
の

っ
と
り
こ
の
儀
式
が
執
り
行
わ
れ
る

こ
と
で
、
様
々
な
思
い
や
感
情
、
そ

れ
ら
す
べ
て
を
包
み
込
ん
で
粛
々
と

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
わ

け
だ
か
ら
で
し
ょ
う
。 

　
そ
う
考
え
る
と
、
こ
の
儀
式
は
、

そ
の
「
礼
儀
」
や
「
作
法
」
を
通
し

て
死
者
と
生
者
を
取
り
結
ぶ
祭
儀
だ

と
認
識
さ
れ
ま
す
。
言
い
方
を
変
え

る
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
あ
の
世
と
こ

の
世
を
つ
な
げ
る
祭
儀
、
と
言
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
こ
こ
で
も
、
そ
の
祭
儀
の
た
め
の

「
礼
儀
」
や
「
作
法
」
は
、
あ
の
世

と
こ
の
世
の
結
ぶ
橋
渡
し
の
任
務
を

負
っ
た
「
第
三
の
面
」
の
顔
を
持
っ

て
い
る
、
と
言
え
る
よ
う
に
も
思
い

ま
す
が
・
・
・
。 

　
そ
う
思
っ
て
日
常
を
見
て
み
ま
す

と
、
「
法
律
」
も
そ
ん
な
面
が
あ
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
憲
法
は
「
国
」

と
「
国
民
」
の
間
を
取
り
持
っ
て
い

ま
す
。
各
種
法
律
は
当
事
者
間
に
お

け
る
様
々
な
取
決
め
を
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
税
法
は
、
課
税
に
関
す
る
関

係
で
、
徴
税
権
者
と
納
税
者
の
関
係

を
規
定
し
て
い
ま
す
。 

　
次
回
は
こ
の
「
第
三
の
面
」
の
実

像
に
迫
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

宮下 裕行 
（みやしたひろゆき） 

（その2） 

【著者略歴】愛知県名古屋市出身。中
央大学法学部卒業後、東京国税局調

査部、国税広報室広報係長、資料調査課主査、同国際調査専門官、同
総括主査、保土ヶ谷税務署副署長、特別国税調査官等を経て、現在、
税理士。東京地方税理士会税法研究所研究員（法人税担当） 
【主要著作】「新時代の法人税調査の着眼点」、「最新法人税調査の
傾向と対策」、「その時どうする実務家のための法人税」（いずれも（財）
大蔵財務協会）「国税速報」、「週刊税のしるべ」（いずれも（財）大
蔵財務協会）、「月刊税理」、「旬刊速報税理」（いずれもぎょうせい）
等にも執筆 

葬
儀
 

葬
儀
 

第
三
の
面
 

第
三
の
面
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大
田
区
の
三
法
人
会
（
蒲
田
・
大
森
・
雪
谷
）

も
参
加
し
て
の
「
C
O
2
ダ
イ
エ
ッ
ト
宣
言
」
が

三
年
間
六
回
を
も
ち
ま
し
て
今
回
で
終
了
致
し

ま
し
た
。
延
べ
一
七
、
七
五
三
人
の
方
々
に
ご

協
力
を
頂
き
、
八
八
五
本
の
苗
木
を
大
田
区
に

寄
贈
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
 

　
多
数
の
皆
様
か
ら
、
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

大森ふるさと浜辺公園へあじさいの苗木 

西六郷3丁目公園へさつきの苗木 

西六郷3丁目公園・呑川緑地・本羽田公園・西糀谷2丁目公園へ 
さつき、あじさい、クチナシ、金木犀、ひめゆずりの苗木 

平成20年度 5,992名宣言 

平成21年度 6,165名宣言 

平成22年度 5,596名宣言 

 

三
法
人
会
合
計
 

－都税についてのお知らせ－ 

【お問い合わせ先】 

主税局総務部総務課相談広報係　電話03（5388）2924

〈納期限〉平成23年8月31日（水） 
〈ご利用になれる納付方法〉 
①金融機関※1・郵便局・都税事務所・都税支所・支庁の窓口 
②口座振替※2 
③コンビニエンスストア※3

　東京都では、都内の中小規模事業所等において、特定の省エネルギー設
備等を取得した場合に、個人事業税を減免します。この減免は、平成23
年度8月定期課税分の個人事業税から申請受付を開始します。平成23年度は、
平成22年中に取得した省エネルギー設備等について減免申請ができます。 
　減免申請をする場合は、個人事業税の納期限までに、減免申請書及び必
要書類を所管都税事務所・支庁にご提出ください。 

④金融機関※1・郵便局の　　(ペイジー)対応のATM、インターネット
バンキング、モバイルバンキング※4

＜利用可能なコンビ二エンスストア＞ 
エーエム・ピーエム　くらしハウス　ココストア　コミュニティ・スト
ア　サークルＫ　サンクス　スリーエイト　スリーエフ　生活彩家　セ
ブン-イレブン　デイリーヤマザキ　ファミリーマート　ポプラ　ミニ
ストップ　ヤマザキデイリーストアー　ローソン（50音順） 

※1　一部、都税の取扱いをしていない金融機関があります。 
※2　お申込方法等の詳細は、主税局徴収部納税推進課口座振替係 
 （03-5912-7520）へお問い合わせください。 
※3　納付書１枚あたりの合計金額が30万円までのものが納付できます。 
※4 ○　　（ペイジーマーク）の入っている都税の納付書に限ります。 
 ○領収証書は発行されません。（領収証書が必要な方は、金融機関等の窓口 
 　またはコンビニエンスストアでご納付ください。） 
 ○新規にインターネットバンキングやモバイルバンキングをご利用する方は、 
 　事前に金融機関へのお申込みが必要です。 
 〇システムの保守点検作業時には、一時的にご利用できない場合があります。 

個人事業税の省エネ促進税制に係る減免の申請受付を開始します 

次の要件を満たすもの 
①温室効果ガス総量削減義務対象外の事業所において取得されたもの 
②「省エネルギー設備及び再生可能エネルギー設備」（減価償却資産） 
　で、環境局が導入推奨機器として指定したもの 

設備の取得価額（上限2,000万円）の2分の1を、取得年の所得に対し 
て翌年度に課税される個人事業税の税額から減免 
ただし、減免を受ける年度の税額の2分の1を限度 
※減免しきれなかった額は、減免申請を行った翌年度の税額から減免可 

「地球温暖化対策報告書」等を提出した個人事業者 対 象 者  

対象設備 

減 免 額  

導入推奨機器の詳細については、環境局ホームページをご確認ください。 

～主税局ホームページ（環境減税）をご確認ください～ 
減免申請書等の各種様式やQ＆Aを掲載しています。 

主税局　環境減税 検索 

【お問い合わせ先】 
● 個人事業税/省エネ促進税制に関すること……………………所管都税事務所の個人事業税係 
● 地球温暖化対策報告書制度/導入推奨機器に関すること……「東京都地球温暖化防止活動推進センター」 03－5388－3408

個人事業税の納税通知書は8月1日（月）に発送します。 
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壜
の
中
に
背
は
暗
青
色
、
腹
は
銀
白
色
で
う
る
め
が
つ
ま
っ
て
い
る
。

山
口
産
の
こ
の
魚
、
海
を
恋
し
恋
し
と
囁
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
 

唄
に
も
歌
わ
れ
る
柳
の
風
情
、
そ
よ
吹
く
風
に
頬
を
撫
で
る
柳
の

枝
先
は
銀
座
で
こ
そ
生
き
が
い
が
あ
る
。
銀
座
の
青
春
は
こ
の
柳

か
ら
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
。
 

五
月
一
日
は
世
界
各
地
で
行
な
わ
れ
る
労
働
者
の
団
結
と
親
睦
の

国
際
的
行
事
の
一
日
で
あ
る
。
こ
の
日
ば
か
り
は
フ
ラ
ン
ス
パ
ン

と
ジ
ャ
ム
と
牛
乳
で
朝
の
一
日
が
は
じ
ま
る
、
と
言
っ
て
も
よ
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

谷
中
、
根
津
、
千
駄
木
の
一
文
字
づ
つ
を
と
っ
て
谷
根
千
と
言
う

こ
と
は
皆
さ
ん
ご
存
知
の
こ
と
、
住
宅
地
を
蛇
行
す
る
通
稱
ヘ
ビ

道
を
通
っ
て
根
津
神
社
へ
…
。
春
夏
秋
冬
見
ど
こ
ろ
多
し
。
 

や

ね

せ

ん

 

㈱松田園 
■　場　　所：大田区蒲田1－18－8（東邦医大通り） 
■　電　　話：03―3736－3126 
■　営業時間：［平日］9：00～19：00［土・祝日］10：30～17：00 
■　定 休 日：日曜日 

●モトショップ 
　　　コスモス 

蒲田小● 

谷
合
木
材
● 

あやめ橋 

共立信用組合● 

東
口
 

東
邦
医
大
通
り
 

呑
川
 

J
R
蒲
田
駅
 

↑
大
森
 

ココ 

　
お
茶
ど
こ
ろ
静
岡
県
掛

川
で
二
百
年
も
続
く
有
産

な
製
茶
を
営
む
㈱
松
田
商

店
を
母
体
に
、
昭
和
三
十

六
年
に
㈱
松
田
園
東
京
直

売
所
が
創
立
さ
れ
て
五
十

年
に
な
り
ま
す
。
 

　
近
隣
の
お
客
様
に
親
し
ま
れ
、
販
路
を
拡
大
、

主
な
取
引
先
は
防
衛
省
・
日
本
銀
行
本
店
・
財

務
省
、
他
に
も
旭
化
成
・
日
本
航
空
・
新
日
本

石
油
化
学
等
に
愛
飲
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
 

　
お
茶
の
由
来
は
、
天
平
年
間
（
奈
良
時
代
）

に
中
国
と
の
交
流
が
盛
ん
に
な
り
、
日
本
に
運

ば
れ
た
物
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
昔
か
ら
中
国

で
は
薬
効
品
（
毒
を
消
す
・
疲
労
を
癒
す
）
と

し
て
、
お
茶
が
欠
か
さ
な
い
様
で
す
。
 

　
私
達
も
一
服
と
言
え
ば
お
茶
に
な
り
ま
す
。

香
り
の
良
い
新
茶
が
入
荷
し
て
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
 

〈
土
生
木
慶
幸
　
記
〉
 

●稗田神社 
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当
会
元
理
事
、棚
橋

武
夫
様
が
六
月
九
日
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。享
年

86
歳
。 

　
棚
橋
元
理
事
は
、平
成

元
年
五
月
よ
り
平
成
九

年
五
月
ま
で
西
口
商
店

街
支
部
長
と
し
て
大
変
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
。 

　
こ
こ
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
な
お
、通
夜
並
び
に
告
別
式
は
六
月
十
三
日
、十
四

日
に
く
ら
し
の
友
蒲
田
総
合
斎
場
に
て
執
り
行
な
わ

れ
ま
し
た
。 

　
当
会
参
与
、遠
藤
勝
明
様
が
六

月
二
十
三
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

享
年
94
歳
。 

　
遠
藤
参
与
は
、昭
和
五
十
六
年

五
月
よ
り
平
成
十
一
年
五
月
ま
で
南

六
郷
2
丁
目
支
部
長
と
し
て
大
変

ご
尽
力
頂
き
、支
部
長
退
任
後
は
、

参
与
と
し
て
当
会
発
展
に
貢
献
頂
き
ま
し
た
。 

　
こ
こ
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
心
か
ら

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
な
お
、通
夜
並
び
に
告
別
式
は
近
親
者
に
て
六
月
二
十
七
日
、

二
十
八
日
に
く
ら
し
の
友
蒲
田
総
合
斎
場
に
お
い
て
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。 

デスクサイド 

　
東
日
本
大
震
災
被
害
者
の
皆
様
へ
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
未
曾

有
の
巨
大
地
震
と
大
津
波
は
、
平
穏
で

美
し
か
っ
た
い
く
つ
も
の
町
を
呑
み
込

み
、
瓦
礫
の
山
を
作
り
、
多
く
の
死
者

と
行
方
不
明
者
を
出
し
、
未
だ
に
子
供

さ
ん
を
捜
す
母
親
の
姿
に
涙
し
て
お
り

ま
す
。
 

　
当
初
、
被
災
地
に
何
か
支
援
出
来
る

こ
と
は
な
い
か
と
心
が
焦
り
、
少
し
ば

か
り
の
義
援
金
を
送
る
だ
け
の
歯
が
ゆ

い
気
持
ち
で
お
り
ま
し
た
。
全
国
各
地

か
ら
若
い
方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
立

ち
上
が
り
、
被
災
地
の
復
興
に
懸
命
に

働
い
て
い
る
姿
は
本
当
に
頭
が
下
が
り

ま
す
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
も
ど
ん
な
に

か
感
謝
な
さ
っ
て
い
る
事
と
思
い
ま
す
。
 

　
古
い
話
で
す
が
、
昭
和
二
十
年
三
月

九
日
・
十
日
未
明
の
浅
草
本
所
深
川
を

中
心
と
し
た
大
空
襲
は
、
一
夜
に
し
て

十
万
人
を
超
え
る
犠
牲
者
や
孤
児
を
残

し
、
見
渡
す
限
り
の
焼
け
野
原
が
出
来
、

子
供
心
に
う
け
た
記
憶
は
、
今
も
な
お

そ
の
惨
状
が
セ
ピ
ア
色
の
ま
ま
胸
の
奥

に
張
り
付
い
て
お
り
ま
す
。
で
も
戦
後

の
復
興
は
驚
く
ほ
ど
早
く
、
皆
さ
ん
未

来
に
向
か
っ
て
力
強
い
希
望
を
持
っ
て

立
ち
上
が
り
今
日
の
繁
栄
を
築
き
上
げ

ま
し
た
。
 

　
被
災
地
の
皆
様
も
希
望
を
胸
に
復
興

を
め
ざ
し
て
元
気
に
頑
張
っ
て
頂
き
た

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
心
よ
り
声
援

を
お
送
り
申
し
上
げ
ま
す
。
 〈

Y
・
Y
〉
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